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　日本全国には数多くの「城下町」があり、現在
の主要な都市の母体となっています。それら「城
下町」の原形となったのが、近世初頭に登場した
大坂と江戸の城下町でした。これら２つの城下町
は、それぞれ豊臣秀吉と徳川家康という天下統
一を成し遂げた「天下人」が、自らの本拠地として
計画し建設した「天下の城下町」という点が特徴
です。このため、他の城下町に比べれば、規模に
おいて格段の違いがありました。「天下人」の家
臣となった大名たちは、「天下の城下町」に集め
られ、その建設に携わることによって、それぞれ
の城下町を築くときの手本としていったのです。
　展覧会では、時代の先駆けとなった織田信長
の城下町から始めて、豊臣秀吉によって建設され
た大坂をはじめとする城下町、徳川家康の江戸
城下町の建設と発展、大坂の陣の後に徳川の支
配下となった大坂の復興と完成までの歴史とその
特長を、古文書や絵図、考古資料など、さまざまな
展示物によって紹介してゆきます。

　ここでは、いくつかの展示物を取り上げて、その見所を紹介します。
　豊臣時代の大坂については、実はその時代の資料はあまり残っておら
ず、詳しいことがわかりません。そうした中で、豊臣時代の大坂の町の様子
をビジュアルに伝えているのが、豊臣秀頼の頃の大坂を描いたと考えられ
る屏風絵です。後の時代の作品ではありますが、大坂城と城下町を描い
た数少ない作品で、栄華を誇った城下町の様子をうかがうことができます。
また、発掘調査によって見つかった金箔瓦や家紋瓦は、城下の大名屋敷
を知るための貴重な手掛かりです。展覧会では、これまで公表されてい
なかった資料を含めて展示し、豊臣期大坂城下の大名屋敷に迫ります。
　江戸の城下町に関する展示物からは、三代将軍・徳川家光の時代
の江戸を描いたと考えられる屏風絵を紹介します。

この時期の江戸では、豊臣の大坂と同じように、金箔などで華麗に飾られ
た大名屋敷が建ち並んでいました。江戸を焼きつくした「明暦の大火」以
後には、大名屋敷の華美な装飾が禁じられてしまいます。そういう点でも、
初期の江戸城下の景観を一覧できる絵画はたいへん興味深い作品と
言えます。
　徳川期の大坂に関しては、明暦元年(1655)の大坂を描いたとされる
絵図を展示します。現在知られている大坂の古絵図としては最古級の
資料であり、豊臣期の大坂を母体としてさらに広がりつつある大坂の町
の様子がよく表されています。この展示物以外にも、新発見の資料を
含めて大坂の古絵図を展示しますので、ぜひとも注目していただきたい
ところです。

開催中
3/25月

関連行事など
　会期中の２月２４日（日）にシンポジウムを、３月１０日（日）には記念講演会を開催します。
また、２月９日（土）と３月１６日（土）に学芸員による展示解説を実施しますので、関心ある
方は展覧会に合わせてご参加いただければと思います。くわしくは大阪歴史博物館の
ホームページやチラシ等をご覧ください。
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INFORMATION

■地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅②号・⑨号出口 
■市バス「馬場町」バス停前

火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月28日から1月4日）休館日

午前9時30分～午後5時（金曜日は午後8時まで） 
但し入館は閉館の30分前まで

開館時間

【特 別 展 の み】大人     800（720）円、 高大生 600（540）円
【常設展との共通券】大人 1,320（1,260）円、 高大生 940（900）円
【常 設 展 の み】大人      600（540）円、 高大生 400（360）円
※（　　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下、大阪市内在住の満65歳以上の方（要証明証提示）、
　障がい者手帳等をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

入場料

Osaka Museum of History

INFORMATION

〒540-0008　大阪市中央区大手前4-1-32

http://www.mus-his.city.osaka.jp/ホームページ
06-6946-5728電話 06-6946-2662FAX大阪歴史博物館

　科学館の玄関を入ってすぐのところにグライダーが展示されています。このグライダーは、
ポーランド製の SZD-30 Pirat（ピラト）。SZD-30 Pirat で動画検索をすると、ピラトが
ヒラヒラと飛んでいるのを見つけることができます。とても小回りの効く運動性の高い
機体だったんだなあと感心します。
　グライダーは動力がついていませんから、無風状態では水平に飛び続けることはでき
ません。少しずつ高度を下げながら、滑るように空を駆け下りて行きます。ピラトは
７ｍの全長に対し、翼の長さは15ｍ。空気抵抗を小さくし、揚力を大きくするには、
細長い翼が有利なのです。　　　　　　　　　　     （大阪市立科学館学芸員　大倉 宏）

※このグライダーは、東北大学学友会航空部から寄贈されたものです。

細長い翼をもつグライダー

大阪市立科学館   グライダー

大阪市立科学館 〒530-0005　大阪市北区中之島4－2－1所在地

アクセス 地下鉄四つ橋線「肥後橋駅」3号出口から西へ約500ｍ　京阪中之島線「渡辺橋駅」②出口
から南西へ約400ｍ　阪神・ＪＲ環状線「福島駅」、ＪＲ東西線「新福島駅」から南に約900ｍ
ホームページ http://www.sci-museum.jp/

TEL 06-6444-5656 FAX 06-6444-5657
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